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ねらいを定めて、
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総務経済常任委員会
委 員 長　橋井　満義
副委員長　前田　　昇
委　　員　三島　尋子
　　　　　長谷川康弘
　　　　　井藤　　稔

総務課、住民課（税・戸籍関係）、建
設産業課の所轄事務についての調査

議 会 運 営 委 員 会
委 員 長　三島　尋子
副委員長　橋井　満義
委　　員　松田　悦郎
　　　　　河中　博子
　　　　　前田　　昇

議会の運営、会議規則、条例等の調査
及び議長の諮問に対する答申

山路　有山路　有

松田悦郎松田悦郎

松本二三子松本二三子

前田　昇前田　昇

議長　井藤　稔議長　井藤　稔 橋井満義橋井満義

三島尋子三島尋子
長谷川康弘長谷川康弘

加藤　修加藤　修

副議長　河中博子副議長　河中博子

高齢者パワーを全開し、
みなさまに役立つ
活動を頑張ります。

みんな元気で
明るい笑顔が
あふれる村に！

新人ですが、
明るい村づくりの
ため頑張ります。

みなさんといっしょに
汗をかきましょう。

議会の改革を少しでも
感じていただけるよう
頑張ります。

“くらし・福祉を一番に”
住民目線で

発言提案します。

暮らしよい村へ
みなさんとともに。

小さいけど輝く、
小さいからこそ
温かい村づくり！

ひえづ大好き！
みなさんと一緒に
元気な村へ。

みなさんの
安心・安全が
守られるように！

４年間この10人で 　あいつとめます！４年間この10人で 　あいつとめます！

新しい議員紹介
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広報広聴常任委員会
委 員 長　前田　　昇
副委員長　松本二三子
委　　員　長谷川康弘
　　　　　井藤　　稔
　　　　　河中　博子

広報「議会ひえづ」の発行及び広聴に
関する事

教育民生常任委員会
委 員 長　松田　悦郎
副委員長　松本二三子
委　　員　山路　　有
　　　　　加藤　　修
　　　　　河中　博子

教育委員会、住民課（税・戸籍関係を
除く）、福祉保健課の所轄事務を調査

山路　有山路　有

松田悦郎松田悦郎

松本二三子松本二三子

前田　昇前田　昇

議長　井藤　稔議長　井藤　稔 橋井満義橋井満義

三島尋子三島尋子
長谷川康弘長谷川康弘

加藤　修加藤　修

副議長　河中博子副議長　河中博子

高齢者パワーを全開し、
みなさまに役立つ
活動を頑張ります。

みんな元気で
明るい笑顔が
あふれる村に！

新人ですが、
明るい村づくりの
ため頑張ります。

みなさんといっしょに
汗をかきましょう。

議会の改革を少しでも
感じていただけるよう
頑張ります。

“くらし・福祉を一番に”
住民目線で

発言提案します。

暮らしよい村へ
みなさんとともに。

小さいけど輝く、
小さいからこそ
温かい村づくり！

ひえづ大好き！
みなさんと一緒に
元気な村へ。

みなさんの
安心・安全が
守られるように！

４年間この10人で 　あいつとめます！４年間この10人で 　あいつとめます！

新しい議員紹介
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予算を徹底審査！

６
月
定
例
会
は
、
６
月
10
日
に
開
会
し
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
中
田
新
村
長
に
よ
る
は
じ
め
て

の
施
政
方
針
が
な
さ
れ
、
補
正
予
算
・
条
例
の
一
部
改
正
・
教
育
長
の
任
命
の
議
案
５
件
、
う
な
ば

ら
福
祉
事
業
団
決
算
な
ど
の
報
告
５
件
、
陳
情
６
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

６月定例会

意欲的な農業者に対し必要な農業
用機械・施設の導入を支援する

前回の値上げにはいろいろな理由があったが、今回は消費税増税だけか。

�消費税増税が理由。８％から10％に上がる分（４円）を値上げする。

村内に利用者は何軒あるのか。

７軒おられる。

村独自で補助はできないか。

他町と合わせている。

【討論】　　　　　三島�尋子�議員

　この条例は、し尿汲み取り手数料の消費税増税２％分を引き上げるものである。
　現在、下水道使用料には減額特例条例が適用されている。住民にとって不公
平な施策であり、し尿汲み取り手数料も減額すべきである。

原案可決

関連性のある総合戦略と総合計画
の基礎調査をあわせて行う（アン
ケート）

担い手確保・経営強化支援事業 総合戦略策定事業

1,050万円 360万円

議案
第23号

反対

一般廃棄物処理(し尿汲取り)手数料
　18リットル　219円　➡　223円《今年10月から》

日吉津村廃棄物の処理及び清掃に関する
条例の一部を改正する条例

問

問

問

答

答

答

補正予算・条例改正
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中田新体制肉付け

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

小学生は沖縄で
中学生はオーストラリアで

パンフレット・PR動画作成、リップちゃ
ん・ムラッキーのLINEスタンプ作成

人材育成交流事業 地域魅力発信事業

800万円 230万円

うなばら
福祉事業団
決算報告へ
質問集中！

問

答

　10年間継続してということは耳に
したことがないが、いつの時点ででき
た筋書きか。

　改修等含めて、10年間でいくら使
用料が必要かということから、年間
2,500万円の定額が決定され、とりあ
えず10年間維持していくという方針
が出たということ。

問

答

　平成27年度から36年度までの
10年間、指定管理を受けると言
われたが、来年３月31日までで
はないのか。

　一応今年が指定管理の最後だ
が、村では来年以降５年間の指定
管理の決定を、10月くらいに議
会へ提案したいという話であり、
西部広域とも協議していきたい。

問

答

　毎年、村からの補助金として村
民の税金で事業に投資している。
努力は必要だが、仮に、売却とな
った場合、土地などの権利関係は
どう考えているのか。

　ただちに売却ということはない
が、もともと村の土地であり、譲
渡されてはいるが用途を満たさな
い場合、返していただくとの約束
ができていると聞いている。

問

答

　定額2,500万円を下げるなどの取り
組みなど、発想の転換はできないか。

　老人福祉施設として整備されたもの
を、事業団が10年間指定管理を受け、
しっかりと運営していきたい。
　維持管理費等を考え、広域議会で決
められた定額を下げることもむずかし
い。
　今後はいろいろなアイデアを取り入
れ、利用していただけるよう進めたい。

補正予算・報告
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「辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について、国
民的議論により、民主主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書の採
択を求める陳情」（同意同文の陳情が２者より提出）
「日本政府に対して、国連の「沖縄県民は先住民族」勧告の撤回を求める意見書の
採択を求める陳情書」
「米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見書に関する陳情」

陳情第４号
　　第６号

陳情第９号

陳情第13号

次の陳情４件については、議会運営委員会において協議の結果、「国民的な議題ではあるものの、①その権
限が直接日吉津村にないこと、②県外者からの陳情であること」などの理由から、（村の議案としては扱わ
ず）各議員への資料配布にとどめました。

【総務経済常任委員会委員長報告】

反対 �三島　尋子�議員
地域からの好循環実現には、購
買力を上げること。最低賃金を
引き上げ地域間格差を是正し、
国の中小企業支援拡充が必要。

賛成 �三島　尋子�議員
日本は、唯一の被爆国として、世
界をリードしていく立場である。
本議会も「核兵器廃絶・平和の
村」宣言を決議している。

※今回の委員会審査で結論に至らず、継続審査としました。

「最低賃金の改善と中小企業支援の充実を求める意見書」の
採択を求める陳情書
提出者：鳥取県労働組合総連合　議長　田中　暁

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める
意見書採択についての陳情
提出者：ヒバクシャ国際署名をすすめる鳥取県民の会　代表　後藤智恵子

汚染土および放射性物質等の持ち込み拒否に関する条例の制定の陳情
提出者：（鳥取市）岸田まどか

陳情第10号

陳情第11号

陳情第12号

委員長報告

委員長報告

委員長報告

本会議結果

本会議結果

本会議結果

趣旨採択

採　択

継続審査

不採択

不採択

継続審査

（陳情原案に）

賛成 �三島

反対 �長谷川、山路、橋井、松本、
　　　河中、前田、松田、加藤

（陳情原案に）

賛成 �長谷川、三島、河中、前田

反対 �山路、橋井、松本、
　　　松田、加藤

討論なし

陳情審査
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陳情６件を審査しました
　日吉津村議会にも、村内外の個人・団体から「陳情」や「請願」が提出されます。このたび
は、10件の陳情が提出されました。
　陳情の扱いについては、その関連性を考慮して、原則「総務経済常任委員会」か「教育民生
常任委員会」に付託して、それぞれの委員会で、議論・検討の後、その陳情の「採択」「趣旨採択」
「不採択」などが決定されます。その結果を本会議にて報告し、それに対し「反対」や「賛成」
の討論を行います。そして、本会議において採決し、日吉津村議会の最終の判断とします。
（採択となった場合、その陳情の求めに応じ、国の政府機関等へ意見書を提出します。）

【教育民生常任委員会委員長報告】

反対 �三島　尋子�議員
国の隔離政策で、家族への偏見
が深刻なものに広がった。国は
被害を直視し、謝罪・賠償を行
うべきだ。
賛成 �松本二三子�議員
伝染病とされ、偏見や差別を受
けた家族の被害は認めるべきだ
が、賠償となると難しい。

（陳情原案に）

賛成 �三島、河中、前田

反対 �長谷川、山路、橋井、
　　　松本、松田、加藤

ハンセン病元患者家族に対する救済を求める決議の陳情
提出者：ハンセン病元患者家族に対する政府の謝罪と賠償を求める会　池原正雄

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるた
めの、2020年度政府予算に係る意見書採択の陳情書
提出者：鳥取県教職員組合西部支部（西田周郎）・高校教職員組合西部支部（深田卓也）

陳情第５号

陳情第８号

委員長報告

委員長報告

本会議結果

本会議結果

趣旨採択

採　択

不採択

採　択

地方財政の充実・強化を求める陳情書
提出者：自治労鳥取県本部（西村裕生）及び日吉津村職員労働組合（斉古直樹）陳情第７号

委員長報告 本会議結果

採　択 採　択全会一致

全会一致

討論なし

討論なし

陳情審査
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村
政
に

村
政
に

村
政
に
喝喝

議　員 ページ 質　問　事　項

加藤　　修 ９
１．村道２号線の道路拡幅は
２．下水道料金の見直しは
３．ひえづのうたの普及は

松田　悦郎 10 １．農業の６次産業化の考えは
２．副村長を置く考えは

松本二三子 11
１．減額されたままの村長の給与は
２．10年経過した自治基本条例の推進は
３．手話に対する村の対応は

山路　　有 12
１．国道沿い企業進出の現状は
２．行政の組織強化を
３．村道の拡幅問題の展望は

前田　　昇 13
１．村制130周年を村づくりの起爆剤に
２．新しい保育所づくりに村民参画の徹底を
３．村の施策づくりに図書館の利用を

６月12日（水）

河中　博子 14 １．若者が参画したくなる村政へ
２．もう一つの文化的にぎわい広場を

三島　尋子 15 １．家計を応援する施策を
２．福祉保健課の改革を

７人の議員が質問しました。

６月11日（火）

一般質問



QQ
　

村
道
２
号
線
交

差
点
の
信
号
機
設

置
に
向
け
て
、
条
件
整
備

を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

A
村　
長

　

信
号
機
設
置
に

つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
の

議
会
で
再
度
請
願
を
受
け
、

米
子
警
察
署
へ
要
望
を
行

っ
た
。

　

し
か
し
、
交
差
点
形
状

な
ど
に
問
題
が
あ
る
た
め

信
号
機
の
設
置
は
困
難
と

の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

請
願
を
受
け
て
十
分
に

認
識
は
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
解
決
の
た
め
に
、
今

後
も
引
き
続
き
交
差
点
改

良
や
道
路
改
良
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
、
関
係
各
所

と
の
調
整
を
し
て
い
く
。

下
水
道
料
金
の
見
直
し
は

村
長　

今
の
と
こ
ろ
見
直
す

時
期
で
は
な
い
と
考
え
る

QQ
　

下
水
道
料
金
の

見
直
し
、
と
く
に

人
数
割
料
金
設
定
の
改
善

を
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

A
村　
長

　

過
去
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
経
て
、

令
和
２
年
度
か
ら
地
方
公

営
企
業
法
の
適
用
な
ど
を

ふ
ま
え
る
と
、
今
の
と
こ

ろ
見
直
す
時
期
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

下
水
道
料
金
の
見
直
し

は
３
年
に
一
度
で
あ
り
、

次
回
は
令
和
２
年
度
に
な

る
の
で
、
下
水
道
審
議
会

の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
検
討

を
行
う
。

ひ
え
づ
の
う
た
の
普
及
は

教
育
長　

知
名
度
も
徐
々

に
あ
が
っ
て
き
て
い
る

QQ
　

ひ
え
づ
の
う
た

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全
戸

配
布
す
る
意
味
と
、
有
効

利
用
の
方
法
は
。

A
教
育
長

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全
戸

配
布
す
る
目
的
と
し
て
は

①
各
家
庭
で
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
、
体
操
し
た
り

す
る
き
っ
か
け
。

②
村
内
外
の
知
り
合
い
や

親
せ
き
等
の
方
々
と
の
、

村
の
良
さ
の
共
有
。

③
多
く
の
村
民
に
親
し
ん

で
も
ら
い
、
村
の
特
徴
や

良
さ
を
認
識
し
、
村
民
と

し
て
の
ほ
こ
り
を
一
層
自

覚
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
。

　

今
後
は
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
を
行
い
、

さ
ら
に
広
め
た
い
。
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村道２号線の道路拡幅は

村長　関係各所と調整していく

一般質問

▲村道２号線の拡幅整備を

▲ひえづのうたの普及を

加藤　修　議員



た
め
早
急
に
条
例
改
正
を

行
い
、
副
村
長
を
置
く
べ

き
と
思
う
が
。

A
村　
長

　

益
田
村
長
で
あ

っ
た
平
成
14
年
度
ま
で
は

助
役
が
配
置
さ
れ
、
平
成

15
年
４
月
に
就
任
さ
れ
た

石
村
長
在
任
中
は
助
役
を

置
か
れ
ず
、
平
成
19
年
４

月
１
日
か
ら
は
副
村
長
を

置
か
な
い
条
例
が
制
定
さ

れ
た
。

　

私
も
就
任
し
て
約
一
ヵ

月
半
が
経
過
し
た
が
、
も

う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き

よ
く
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
業
務
の
停
滞
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
お
り
、
役
場
全
体

の
組
織
強
化
も
協
議
し
て

い
く
中
で
、
副
村
長
の
必

要
性
も
含
め
検
討
さ
せ
て

ほ
し
い
。

QQ
　

一
次
産
業
か
ら

三
次
産
業
ま
で
を

一
体
化
し
た
６
次
産
業
化

を
政
府
は
所
得
増
対
策
と

し
て
推
奨
し
て
い
る
。

　

村
も
農
業
経
営
の
多
角

化
で
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
成
長
産
業
に
す

べ
き
で
あ
る
。

　

地
方
創
生
の
人
口
問
題

を
含
め
、
６
次
産
業
化
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

A
村　
長

　

６
次
産
業
化
は

既
存
の
一
次
、
二
次
、
三

次
産
業
の
融
合
に
よ
り
新

た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
生
産
供
給
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
所
得
向
上
、
雇

用
創
出
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
、

国
な
ど
も
成
長
産
業
と
し

て
推
進
を
し
て
い
る
。

　

村
内
の
「
伯
耆
の
き
の

こ
」
で
は
加
工
設
備
を
整

備
し
、
生
産
や
加
工
も
行

い
商
品
を
販
売
さ
れ
て
い

る
。

　

村
の
地
方
創
生
総
合
戦

略
で
も
、
起
業
の
一
環
と

し
て
６
次
産
業
支
援
を
位

置
づ
け
て
い
る
。

　

村
と
し
て
は
国
や
県
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
支
援
す
る
こ

と
を
考
え
た
い
。

副
村
長
を
置
く
考
え
は

村
長　

も
う
少
し
時
間
を

い
た
だ
き
た
い

QQ
　

副
村
長
を
置
か

な
い
理
由
と
し
て

条
例
も
あ
る
し
、
多
額
の

人
件
費
も
あ
る
。

　

副
村
長
を
置
く
こ
と
は
、

村
長
を
補
佐
し
、
職
員
の

事
務
の
手
助
け
に
も
な
る
。

　

し
か
し
、
大
事
な
の
は

村
民
に
安
心
感
を
も
っ
て

も
ら
う
の
が
一
番
の
理
由

で
あ
る
。

　

業
務
の
停
滞
を
避
け
る

議会ひえづNo.159　令和元年８月１日　発行 10

松田悦郎　議員

農
業
の
６
次
産
業
化
の
考
え
は

村
長
　
国
や
県
と
連
携
し
支
援
を
考
え
た
い

▲漬物や干物の販売なども６次産業の一つです

地方自治法

第百六十一条
都道府県に副知事を、市町村に副市町村長
を置く。
ただし、条例で置かないことができる。
副知事及び副市町村長の定数は、条例で定
める。

※�副市町村長は、市町村において市町村長を補佐
し、その補助機関たる職員の担任する事務を監
督する、特別職の地方公務員である。

一般質問



QQ
　

減
額
さ
れ
た
ま

ま
の
村
長
の
給
与

に
つ
い
て
伺
う
。

①
村
長
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
経
過
は
。

②
条
例
で
は
「
時
限
的
」

と
「
当
分
の
間
」
と
い
う

文
言
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
違
い
は
。

③
新
村
長
と
な
り
、
減
額

を
や
め
て
元
に
戻
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
、
村

民
の
声
を
ど
う
考
え
る
か
。

A
村　
長

　

①
平
成
15
年
に

住
民
投
票
を
行
い
、
単
独

が
決
定
し
た
。
そ
れ
に
と

も
な
い
、
16
年
４
月
か
ら

20
％
カ
ッ
ト
、
27
年
７
月

に
10
％
カ
ッ
ト
で
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

②
期
間
を
定
め
る
と
い
う

こ
と
か
ら
時
限
的
と
い
う

言
葉
を
使
っ
た
が
、
い
つ

ま
で
と
い
う
こ
と
は
決
め

て
い
な
い
の
で
、
当
分
の

間
と
し
て
い
る
。

③
今
も
単
独
村
制
で
あ
る

点
な
ど
、
検
討
す
る
必
要

は
あ
る
と
思
う
が
、
村
長

に
な
っ
て
ま
だ
一
カ
月
半

な
の
で
時
間
を
い
た
だ
き

た
い
。

10
年
経
過
し
た
自
治

基
本
条
例
の
推
進
は

村
長　

検
討
し

周
知
し
て
い
く

QQ
　

①
条
例
改
正
に

つ
い
て
の
審
議
は

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
か
。

②
新
し
く
村
民
に
な
っ
た

方
が
住
民
課
に
来
ら
れ
た

時
に
、
条
例
の
説
明
を
し

て
は
ど
う
か
。

③
今
後
も
、
同
じ
方
法
で

周
知
・
推
進
す
る
の
か
。

A
村　
長

　

①
な
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

②
よ
い
意
見
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
実
践
し
た
い
。

③
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
上

で
今
ま
で
同
様
、
推
進
し

て
い
き
た
い
。

手
話
に
対
す
る村

の
対
応
は

村
長　

い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
対
応
を
し
て
い
る

QQ
　

①
県
に
は
手
話

言
語
条
例
が
制
定

さ
れ
て
い
る
が
、
村
と
し

て
は
ど
う
か
。

②
子
ど
も
達
に
は
、
以
前

の
よ
う
な
手
話
と
の
関
わ

り
が
あ
る
の
か
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
手

話
サ
ー
ク
ル
へ
の
対
応
は
。

A
村　
長

　

①
村
の
福
祉
計

画
で
対
応
し
て
い
る
。
防

災
無
線
の
文
字
表
示
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
も
し
て
い
る
。

　

手
話
言
語
条
例
に
つ
い

て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

②
「
わ
く
わ
く
体
験
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
は
「
わ
く
わ

く
体
験
」
と
し
て
継
続
し

て
い
て
、
手
話
の
経
験
を

す
る
機
会
も
あ
る
。

③
講
師
謝
礼
は
、
社
協
で

助
成
し
て
い
る
。

議会ひえづNo.159　令和元年８月１日　発行11

村長　時間をかけて検討したい

減額されたままの村長の給与は

一般質問

▲日吉津村長の給与の特例に関する条例

松本二三子　議員

▲ボランティアフェスでの手話体験



よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
信

号
機
設
置
、
道
路
拡
幅
な

ど
の
改
善
を
求
め
る
声
が

日
増
し
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

次
の
２
箇
所
の
見
解
を

求
め
る
。

①
信
号
機
設
置
を
目
的
と

し
た
村
道
２
号
線
一
部
拡

幅
に
つ
い
て

②
宮
川
北
線
（
県
道
か
ら

橋
通
道
線
の
間
）
の
拡
幅

に
つ
い
て

　

年
次
的
な
計
画
を
示
し
、

段
階
的
に
改
良
を
し
て
は
。

A
村　
長

①
交
差
点
形
状
な

ど
に
問
題
が
あ
り
、
信
号

機
設
置
は
困
難
で
あ
る
。

今
後
も
道
路
改
良
に
つ
い

て
、
関
係
者
と
調
整
を
図

り
た
い
。

②
樽
屋
自
治
会
等
か
ら
も

平
成
26
年
度
か
ら
要
望
さ

れ
て
い
る
。
用
地
買
収
も

含
め
、
引
き
続
き
検
討
し

た
い
。

QQ
　

国
道
４
３
１
号

沿
線
区
域
に
２
社

の
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
村
の
発
展
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
た

が
、
い
ま
だ
に
手
つ
か
ず

の
状
況
で
あ
る
。

　

村
民
の
不
安
を
払
拭
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

A
村　
長

　

国
道
４
３
１
号

沿
線
区
域
の
約
36
・
７
ha

を
地
区
計
画
区
域
と
し
、

そ
の
内
、オ
リ
ッ
ク
ス（
株
）

の
開
発
予
定
地
区
域
（
樽

屋
北
）
約
１
・
９
ha
に
つ

い
て
、
県
と
の
協
議
を
進

め
て
い
る
。

　

手
続
き
に
長
期
間
を
要

し
て
い
る
が
、
早
期
実
現

に
向
け
努
め
た
い
。

行
政
の
組
織
強
化
を

村
長　

慎
重
に
検
討
し
た
い

QQ
　

中
田
新
村
長
の

手
腕
に
期
待
す
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
組
織

強
化
を
求
め
る
声
も
多
い
。

　

次
の
３
点
に
つ
い
て
見

解
を
求
め
る
。

①
施
策
推
進
の
た
め
の
副

村
長
の
設
置

②
災
害
に
強
い
村
づ
く
り

の
た
め
の
防
災
監
の
設
置

③
新
村
長
誕
生
を
機
に
、

村
長
報
酬
は
正
規
の
額
へ

A
村　
長

①
副
村
長
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
少
し
時
間

を
い
た
だ
き
検
討
し
た
い
。

②
西
部
７
町
村
で
防
災
監

を
設
置
し
て
い
る
自
治
体

が
４
町
あ
る
。
組
織
強
化

の
協
議
に
あ
わ
せ
て
検
討

し
た
い
。

③
村
長
報
酬
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
財
政

状
況
も
ふ
ま
え
、
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

村
道
の
拡
幅
問
題
の展

望
は

村
長　

関
係
者
と
の
調
整
、

検
討
し
た
い

QQ
　

村
内
に
お
い
て
、

交
通
事
故
が
多
発

す
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
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山路　有議員

国
道
沿
い
企
業
進
出
の
現
状
は

村
長
　
オ
リ
ッ
ク
ス（
株
）の
協
議
を進め

て
い
る

▲�変更後の日吉津地区地区計画　計画図
　＊36.7ha→1.9haに変更

▲事故多発！信号機設置は村民の願い

日吉津地区地区計画　計画図日吉津地区地区計画　計画図

県
道
県
道

新
川
用
水
路

新
川
用
水
路

村
道 

橋
通
道
線

村
道 

橋
通
道
線

イオンモール日吉津西館イオンモール日吉津西館

一般質問



QQ
　

１
２
０
周
年
を

お
祝
い
し
た
平
成

21
年
以
降
に
も
多
く
の
み

な
さ
ん
が
村
に
転
入
さ
れ

て
い
る
。
新
元
号
の
今
年
、

中
田
新
村
政
を
ス
タ
ー
ト

す
る
に
あ
た
り
、
村
民
の

み
な
さ
ん
の
関
心
を
高
め

る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

工
夫
を
凝
ら
し
て
村
制
１

３
０
周
年
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

A
村　
長

　

特
別
な
予
算
、

取
り
組
み
は
計
画
し
て
い

な
か
っ
た
。
日
吉
津
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
村
に
愛

着
を
感
じ
る
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
、
今
後
予
定
さ

れ
て
い
る
各
種
事
業
に
お

い
て
、
検
討
し
た
い
。

新
し
い
保
育
所
づ
く
り
に

村
民
参
画
の
徹
底
を

福
祉
保
健
課
長　

村
民
の

参
画
を
え
て
進
め
る

QQ
　

新
し
い
保
育
所

づ
く
り
は
、
今
後

の
村
政
の
大
き
な
柱
。
保

育
・
子
育
て
の
状
況
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児

童
館
な
ど
と
の
複
合
的
な

施
設
を
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
ま
ず
は
計
画
づ
く
り

の
プ
ロ
セ
ス
を
、
村
民
に

具
体
的
に
示
し
、
大
胆
に

村
民
参
画
を
図
っ
て
進
め

る
べ
き
で
は
。

A
福
祉
保
健
課
長

　

新
し
い
施
設
の

設
置
場
所
や
、
防
災
上
２

階
建
て
と
す
る
点
な
ど
、

５
点
ほ
ど
前
提
条
件
を
示

し
た
上
で
、
昨
年
度
、
関

係
委
員
に
よ
る
検
討
委
員

会
を
開
催
し
た
。
３
月
に

提
言
を
受
け
、
各
施
設
の

利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も

実
施
し
た
が
、
ま
だ
十
分

な
計
画
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
現
在
は
村
の
職
員
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
し
つ

つ
あ
る
が
、
村
民
の
み
な

さ
ん
に
積
極
的
な
参
画
を

い
た
だ
き
進
め
て
ま
い
り

た
い
。
そ
の
点
に
関
し
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

た
い
。

村
の
施
策
づ
く
り
に

図
書
館
の
利
用
を

総
務
課
長　

職
員
研
修
に

取
り
組
み
た
い

QQ
　

県
庁
内
に
は
県

立
図
書
館
分
室
が

設
置
さ
れ
、
県
の
施
策
を

進
め
る
た
め
に
、
図
書
館

の
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
」
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。
村
に
お
い
て
も
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
の
で
、
ま
ず
は
職
員

研
修
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

　

ま
た
、役
場
内
に
職
員
・

議
員
が
利
用
で
き
る
図
書

室
（
資
料
室
）
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

A
総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
機
会

が
な
か
っ
た
の
で
、
積
極

的
に
職
員
研
修
を
考
え
た

い
。
ま
た
、
図
書
室
の
設

置
は
、
庁
内
の
ス
ペ
ー
ス

の
問
題
も
あ
る
が
、（
ご

提
案
の
行
政
資
料
等
を
整

理
配
置
す
る
）
資
料
室
で

あ
れ
ば
、
検
討
す
る
。

＊
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

＝
今
日
の
図
書
館
に
期
待
さ

れ
る
重
要
な
機
能
の
一
つ
。

利
用
者
の
調
査
や
研
究
の
た

め
に
、
参
考
と
な
る
所
蔵
資

料
や
、
各
地
の
図
書
館
等
か

ら
取
り
寄
せ
た
資
料
を
的
確

に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
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村長　今後の事業において検討する

村制130周年を村づくりの起爆剤に

▲図書館利用が村づくりをすすめる

▲�130周年をやさしくアピール
　（キャンドルナイト６月８日）

一般質問

前田　昇　議員



A
村　
長

　

現
在
、
イ
オ
ン

や
ア
ス
パ
ル
、
新
鮮
市
場

と
い
っ
た
施
設
が
あ
り
、

あ
ら
た
に
同
様
な
施
設
を

整
備
運
営
す
る
こ
と
は
、

現
時
点
で
は
あ
ま
り
現
実

的
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

文
化
的
に
ぎ
わ
い
で
は

ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ
え
づ
の
活

用
が
現
実
的
で
は
な
い
か
。

村
民
の
み
な
さ
ん
の
力
で

さ
ら
に
に
ぎ
わ
い
の
拠
点

と
な
る
と
考
え
る
の
で
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

QQ
　

そ
れ
と
は
目
的

が
違
っ
て
、村
営
、

準
村
営
に
こ
だ
わ
る
の
は
、

村
民
の
資
産
・
資
金
が
な

る
べ
く
村
外
に
出
て
行
か

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
、

地
域
経
済
の
発
展
に
も
つ

な
が
る
。あ
わ
せ
て
文
化

的
要
素
を
盛
り
込
む
こ
と

で
、
人
づ
く
り
や
村
づ
く

り
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
構
想
で
き
る
。

A
村　
長

　

販
売
と
か
経
営

活
動
は
、
民
間
の
力
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
ベ

ス
ト
で
は
な
い
か
。

QQ
　

生
き
生
き
と
し

た
政
治
を
す
る
た

め
に
は
、
村
民
が
一
緒
に

参
画
す
る
、
そ
う
い
う
村

づ
く
り
が
望
ま
れ
る
と
思

う
が
。

A
村　
長

　

若
者
だ
け
で
な

く
幅
広
い
世
代
の
参
画
を

得
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
い
か
に
多
く
の
み
な

さ
ん
に
参
画
し
て
い
た
だ

く
か
、
知
恵
を
絞
り
な
が

ら
村
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。QQ

　

新
生
日
吉
津
村

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

A
村　
長

　

ビ
ジ
ョ
ン
は
村

民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
描
い
て
い
く
も
の
。

　

と
く
に
今
年
度
は
、
地

方
創
生
総
合
戦
略
の
見
直

し
、
来
年
度
は
総
合
計
画

の
見
直
し
を
控
え
て
い
る
。

村
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
十
分
お
聞
き
し
な
が

ら
、
５
年
先
10
年
先
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
き
た

い
。QQ

　

村
民
の
意
見
を

聞
く
こ
と
は
基
本

だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
返

答
が
大
事
だ
と
思
う
が
。

A
村　
長

　

い
た
だ
い
た
意

見
は
、
現
状
を
ふ
ま
え
て
、

ど
う
い
っ
た
対
応
を
し
て

い
く
か
を
検
討
し
、
返
し

て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
と

考
え
る
。

も
う
一
つ
の
文
化
的

に
ぎ
わ
い
広
場
を

村
長　

現
時
点
で
は

現
実
的
で
は
な
い

QQ
　

こ
れ
か
ら
の
日

吉
津
村
が
、
住
み

や
す
く
、若
者
の
定
住
、農

業
の
担
い
手
確
保
、
６
次

産
業
が
発
展
し
、
文
化
の

香
り
高
い
村
に
な
る
た
め

に
は
、
今
以
上
に
確
固
た

る
地
盤
を
固
め
る
必
要
が

あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
解
決
に

向
け
、
新
し
い
に
ぎ
わ
い

広
場
を
設
立
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
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村
長
　
い
か
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
か

知
恵
を
絞
る

若
者
が
参
画
し
た
く
な
る
村
政
へ

▲今吉スポーツフェスティバル

▲村営・準村営のにぎわい広場を

一般質問

河中博子　議員



QQ
　

消
費
税
10
％
は
、

家
計
の
負
担
が
大

き
く
な
る
。
村
独
自
の
施

策
で
、
公
共
料
金
へ
の
増

税
は
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
。A

村　
長

　

前
回
と
同
様
に

改
定
は
必
要
に
な
る
と
考

え
る
。
他
町
の
状
況
等
も

ふ
ま
え
、
慎
重
に
決
定
す

る
。QQ

　

西
部
の
他
町
で

は
、
前
回
増
税
と

な
っ
た
さ
い
に
、
増
税
分

だ
け
基
本
料
金
を
引
き
下

げ
、
負
担
増
に
な
ら
な
い

よ
う
対
応
し
た
と
聞
く
、

こ
の
よ
う
な
考
え
は
。

A
村　
長

　

そ
う
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
れ
も
ふ
ま
え
て
と

い
う
こ
と
で
す
。

QQ
　

国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
多
く
は
、

年
金
生
活
者
や
非
正
規
労

働
者
な
ど
、
所
得
の
低
い

人
が
加
入
し
て
い
る
。

　

全
国
知
事
会
等
は
、
国

保
に
は「
構
造
的
問
題
」が

あ
る
と
し
て
、
国
へ
公
費

負
担
増
を
要
望
し
て
い
る
。

　

国
保
が
、
協
会
け
ん
ぽ

と
比
べ
て
高
く
な
る
要
因

は
、
均
等
割
（
人
数
割
）

世
帯
割
（
平
等
割
）
が
あ

る
こ
と
。
人
数
が
多
い
ほ

ど
税
は
増
え
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
と
1
人
２
万
５

０
０
０
円
増
え
る
。
均
等

割
の
引
き
下
げ
を
。

A
村　
長

　

国
保
税
算
定
の

し
く
み
と
し
て
、
各
世
帯

の
被
保
険
者
合
計
所
得
額

に
応
じ
て
、
応
益
割
額
の

均
等
割
に
は
、
７
割
・
５

割
・
２
割
の
軽
減
が
あ
る
。

子
ど
も
に
は
所
得
が
な
い

た
め
、
そ
の
世
帯
は
こ
の

軽
減
に
か
か
る
可
能
性
が

高
い
。
費
用
対
効
果
も
含

め
て
、
慎
重
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
財
源
確
保

さ
れ
れ
ば
、
村
も
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
保
健
課
の
改
革
を

村�

長　

窓
口
一
本
化
で

円
滑
な
支
援
が
で
き
る

QQ
　

「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
総

合
相
談
窓
口
を
ヴ
ィ
レ
ス

テ
に
」
と
、
住
民
か
ら
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
移
動

設
置
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
福
祉
保
健
課
を

二
つ
の
課
に
す
る
考
え
は

な
い
か
。

A
村　
長

　

現
在
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

推
進
し
て
い
る
。

　

保
健
衛
生
、
子
育
て
支

援
、
医
療
・
介
護
保
険
な

ど
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
福
祉
事
務
所
も
兼

務
で
担
当
。
相
談
窓
口
を

一
本
化
す
る
こ
と
で
情
報

を
共
有
し
、
円
滑
な
支
援

が
で
き
る
。
役
場
庁
舎
内

に
設
置
し
て
お
く
。

　

小
規
模
自
治
体
を
生
か

し
、
一
つ
の
課
で
行
う
。
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村長　消費税は、他町状況もふまえ慎重に決定

家計を応援する施策を

一般質問

▲消費税は上げないで

▲住民が気兼ねなく相談できるように

三島尋子　議員



ヴ
ィ
レ
ス
テ
楽
座
に
つ

い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い

庄
司
さ
ん　
歴
史
の
授
業

で
習
っ
た
、
町
に
自
由
に

市
を
立
て
る
こ
と
を
許
し

て
、
人
が
集
ま
り
交
流
が

始
ま
っ
た
と
い
う
「
楽

市
・
楽
座
」
に
ヒ
ン
ト
を

得
て
、「
ヴ
ィ
レ
ス
テ
楽

座
」
と
名
付
け
た
。

　

ヴ
ィ
レ
ス
テ
が
完
成
し

た
年
の
年
末
に
集
ま
っ
て
、

翌
年
（
３
年
前
）
の
６
月

22
日
に
一
回
目
を
開
催
し

た
。

松
田
さ
ん　
新
し
い
施
設

の
ヴ
ィ
レ
ス
テ
の
出
会
い

ス
ト
リ
ー
ト
が
い
い
場
所

だ
っ
た
の
で
、
気
楽
に
み

ん
な
が
集
ま
れ
た
ら
と
思

っ
た
。
ホ
ー
ル
は
飲
食
禁

止
だ
け
ど
、
こ
こ
は
い
ち

ご
カ
フ
ェ
も
あ
っ
て
、
や

る
方
も
見
る
方
も
気
楽
に

集
ま
る
場
に
な
れ
ば
と
思

い
、
こ
れ
ま
で
６
回
開
催

し
た
。

山
根
さ
ん　
い
ろ
い
ろ
な

特
技
、
一
芸
を
持
っ
て
い

る
人
に
出
番
を
つ
く
り
た

い
。
前
回
は
小
学
生
も
参

加
し
て
く
れ
た
の
で
、
家

族
の
皆
さ
ん
に
も
た
く
さ

ん
来
て
い
た
だ
い
た
。

�

田
辺
さ
ん　
毎
回
新
し
い

方
に
、
こ
ち
ら
か
ら
声
を

か
け
て
参
加
い
た
だ
い
て

い
る
。
入
場
料
は
要
ら
ず
、

誰
で
も
楽
し
め
る
よ
う
工

夫
し
て
い
る
。
個
人
的
に

は
、
欧
米
の
街
の
通
り
の

よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
投
げ
銭

を
入
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
風
に
な
れ
ば
楽
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

ま
す
ま
す
、
夢
が
広
が

り
ま
す
ね

庄
司
さ
ん　
い
ち
ご
の
カ

フ
ェ
が
あ
る
の
で
す
が
、

こ
の
出
会
い
ス
ト
リ
ー
ト

が
「
地
産
地
消
」
の
場
に

な
れ
ば
と
思
う
。

山
根
さ
ん　
ス
ト
リ
ー
ト

で
は
、
時
々
展
示
会
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
何

も
展
示
さ
れ
て
な
い
期
間

に
「
動
く
展
示
物
」
を
披

露
で
き
れ
ば
。

松
田
さ
ん　
村
の
い
ろ
い

ろ
な
人
に
出
て
も
ら
い
細

く
長
く
や
っ
て
い
き
た
い
。

た
だ
し
、
や
り
方
は
変
わ

る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

山
根
さ
ん　
何
か
一
芸
を

持
つ
人
、
出
て
み
た
い
と

い
う
人
が
い
れ
ば
、
出
番

を
作
る
の
で
、
ぜ
ひ
申
し

出
て
ほ
し
い
。
出
る
人
も

見
る
人
も
楽
し
め
る
よ
う
、

無
理
せ
ず
続
け
て
い
き
た

い
。日

吉
津
村
の
良
い
と
こ
ろ

は
ど
ん
な
点
で
し
ょ
う

山
根
さ
ん　
何
で
も
や
ろ

う
と
す
る
こ
と
を
、
受
け

止
め
て
も
ら
え
る
。
自
治

体
と
し
て
小
さ
い
か
ら
、

お
互
い
親
し
み
が
生
ま
れ

や
す
い
の
か
な
。

　

こ
ん
な（
ユ
ニ
ー
ク
な
）

自
分
で
も（
保
護
者
代
表
）

教
育
委
員
と
か
、
村
の
要

職
に
な
れ
る
…
。

田
辺
さ
ん　
米
子
市
か
ら

転
入
し
て
き
た
ば
か
り
の

自
分
で
も
、
役
場
で
は
職

員
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
し
て

く
れ
た
し
、
今
吉
自
治
会

で
も
、
当
時
の
自
治
会
長

さ
ん
を
は
じ
め
、
や
さ
し

く
迎
え
て
も
ら
え
た
。

松
田
さ
ん　
ず
っ
と
住
ん

で
い
る
者
に
と
っ
て
も
、

日
吉
津
の
気
風
は
ウ
ェ
ル

カ
ム
だ
と
感
じ
る
。

庄
司
さ
ん　
交
通
の
便
も

い
い
し
、
子
育
て
環
境
も

…
な
ん
で
も
完
結
し
て
暮

ら
し
や
す
い
の
で
は
。
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～ヴィレステ楽 座のみなさん～

村民インタビュー
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田辺昌宏さん

村民村民村民村民インタビューインタビュー

庄司和史さん



松
田
さ
ん　
最
近
の
子
ど

も
た
ち
は
、
私
た
ち
の
こ

ろ
よ
り
、
日
吉
津
の
こ
と

を
好
き
な
ん
だ
と
感
じ
て

い
る
。
中
高
生
に
な
っ
て

も
、
小
学
校
の
芝
生
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
ヴ
ィ
レ
ス
テ
に

来
て
い
る
子
も
多
い
。

で
は
、
日
吉
津
村
に
足

り
な
い
点
、
直
し
た
い

と
こ
ろ
は
何
で
し
ょ
う

田
辺
さ
ん　
居
酒
屋
が
あ

れ
ば
い
い
な
あ
。
そ
れ
か

ら
、
自
治
会
の
境
界
線
が

分
か
ら
な
い
。

庄
司
さ
ん　
以
前
に
広
島

の
ラ
ジ
オ
の
取
材
を
受
け

た
時
、「
日
吉
津
で
遊
ぶ

と
こ
ろ
は
ど
こ
？
」
と
聞

か
れ
て
、「
イ
オ
ン
が
あ

る
。」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、

「
イ
オ
ン
は
ど
こ
に
で
も

あ
る
。
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

と
こ
ろ
は
？
」
と
言
わ
れ

て
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

う
な
ば
ら
荘
に
観
光
農
園

が
あ
っ
た
り
、
ア
ユ
を
焼

い
て
食
べ
れ
た
り
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。

山
根
さ
ん　
う
な
ば
ら
荘

が
、
球
技
大
会
な
ど
の
慰

労
会
で
気
軽
に
利
用
で
き

れ
ば
い
い
と
思
う
。

海
浜
運
動
公
園
は
、
も
っ

と
利
用
で
き
ま
せ
ん
か

山
根
さ
ん　
利
用
料
が
結

構
高
い
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
は

人
数
が
増
え
る
と
千
円
ず

つ
上
が
る
の
で
、
か
な
り

の
額
に
な
る
。
人
数
に
関

係
な
く
一
棟
あ
た
り
い
く

ら
、
と
な
る
と
利
用
し
や

す
い
。
規
模
は
大
き
く
な

く
て
も
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

の
よ
う
な
遊
具
が
あ
っ
て

も
い
い
か
な
。

田
辺
さ
ん　
以
前
は
、「
24

時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」

が
開
催
さ
れ
て
い
て
楽
し

か
っ
た
。
鳥
取
の
国
道
29

号
線
沿
線
で
は
「
肉
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
と
い
っ
て
、

夜
中
に
29
キ
ロ
歩
い
て
肉

を
食
べ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。

非
常
に
型
破
り
だ
け
ど
、

参
加
し
て
み
た
い
。
日
吉

津
の
特
徴
は
、
小
さ
く
コ

ン
パ
ク
ト
な
こ
と
。
こ
れ

を
活
か
す
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
が
で
き
な
い
か
と
思
う
。

村
政
や
議
会
へ
の
要
望

は
あ
り
ま
す
か

田
辺
さ
ん　
以
前
か
ら
縁

が
あ
っ
た
お
二
人
が
議
員

と
な
ら
れ
た
の
で
、
今
回

は
特
に
議
会
中
継
を
見
ま

し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
議

員
の
皆
さ
ん
も
勉
強
す
る

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て

大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

村
の
広
報
や
議
会
だ
よ

り
は
、
県
政
だ
よ
り
な
ど

よ
り
身
近
な
の
で
興
味
が

あ
る
の
で
す
が
、
率
直
に

言
っ
て
、
行
政
の
お
知
ら

せ
だ
け
が
並
ん
で
い
る
印

象
で
、
面
白
み
に
欠
け
る
。

庄
司
さ
ん　

た
と
え
ば
、

タ
モ
リ
の
「
笑
っ
て
い
い

と
も
」
の
よ
う
に
、
村
民

が
次
の
村
民
を
リ
レ
ー
的

に
紹
介
し
て
い
く
よ
う
な

紙
面
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の

村
民
の
方
が
参
加
で
き
る

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
く
だ
さ
い
。
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～ヴィレステ楽 座のみなさん～

村民インタビュー

ヴィレステひえづの出会いストリートに て、音楽演奏あり、落語あり…その他
ユニークなパフォーマンスありのイベン トを開催されている、その中心的なメン
バーの方にお集まりいただきました。

▲ユニークなパフォーマンス

村民村民村民村民インタビューインタビュー

山根直樹さん

松田和博さん



編編編
集集集
後後後

記記記

　

議
会
ひ
え
づ
は
、
今
回

が
第
１
５
９
号
で
す
。

　

年
４
回
の
発
行
で
、
昭

和
、
平
成
、
令
和
と
、
約

40
年
間
続
け
ら
れ
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
間
の
先
輩
議
員
の

熱
意
と
村
民
の
皆
様
の
ご

協
力
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

先
の
選
挙
を
経
て
、
広

報
委
員
会
も
新
し
い
構
成

と
な
り
ま
し
た
。
情
報
伝

達
手
段
が
急
激
に
進
展
す

る
中
、
引
き
続
き
、
議
会

紙
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

─
井
藤　

記
─

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

前
田　
　

昇
・
松
本
二
三
子

長
谷
川
康
弘
・
井
藤　
　

稔

河
中　

博
子

�

表
紙

　

村
民
球
技
大
会

　

（
ペ
タ
ン
ク
の
部
）

　

全
国
か
ら
、
約
１
８
０
０
人
の

正
副
議
長
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
山
梨
学
院
大
学
の

江
藤
俊
昭
教
授
な
ど
か
ら
、
議
員

報
酬
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研

究
報
告
が
あ
り
、
二
日
目
は
、
県

別
研
修
で
、
総
務
省
の
出
口
和
宏

交
付
税
課
長
か
ら
地
方
財
政
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。　

　

い
ず
れ
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
村
を
会
場
に
、
県
西
部
の
町

村
正
副
議
長
・
局
長
が
一
堂
に
会

す
る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
、
日
ご
ろ
の
議
会
運
営
な

ど
か
ら
判
明
し
た
諸
問
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

後
半
、
国
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
蚊
屋
島
神

社
と
ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ
え
づ
を
視
察

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
広
域
的
視
点
で
一
層
の

活
用
が
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
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岡
山
県
笠
岡
市
議
会

会
派
議
員
視
察（
来
村
）

　
　
と　

き　

７
月
４
日
（
木
）

　
　
と
こ
ろ　

日
吉
津
村
役
場
会
議
室

　

笠
岡
市
議
会
同
一
会
派
の
お
二

人
の
議
員
の
視
察
を
受
け
ま
し
た
。

　

ひ
え
づ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

の
視
察
で
、
村
議
会
か
ら
議
長
と

教
育
民
生
常
任
副
委
員
長
、
執
行

部
か
ら
福
祉
保
健
課
長
以
下
４
名

の
担
当
者
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

施
策
推
進
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
や
子
育
て
関
連
施
設
の
実
査
な

ど
を
通
じ
、
互
い
に
、
今
後
に
活

か
せ
る
機
会
に
な
っ
た
と
考
え
ま

す
。

西
部
町
村
正
副
議
長
・

局
長
研
修

　
　
と　

き　

７
月
22
日
（
月
）

　
　
と
こ
ろ　

日
吉
津
村
役
場
会
議
室

全
国
町
村
議
会

正
副
議
長
研
修
会

　
　
と　

き　

５
月
28
・
29
日

　
　
と
こ
ろ　

�

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

自
治
会
館


